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（前年同期比）

 売上高は、建築事業の売上高の減少等により減収

 営業利益及び経常利益は、個別決算(※)では建築事業の売上総利益率
が改善し前年同期を上回ったものの、連結子会社の一般管理費が増加
したこと等により減益

 親会社株主に帰属する四半期純利益は、非支配株主に帰属する四半期
純損失の増加により増益

※個別決算の概要(前年同期比)

• 営業利益：3,314百万円(205百万円(6.6%)増加)

• 経常利益：4,609百万円(539百万円(13.2%)増加)

• 四半期純利益：3,143百万円(384百万円(13.9%)増加)
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（前期末比）

• 資産の部

 「現金預金」「有価証券」の減少

現金預金と有価証券(譲渡性預金)を合わせた手持資金は、手持工事の大型化により支払
いが先行していることや配当金の支払い、当社技術研究所の大規模リニューアル等の実
施及び土地等の有形固定資産の取得等により減少

 「有形固定資産」の増加

土地等の取得や連結子会社である石狩バイオエナジーの建設仮勘定の増加等による増加

 「投資有価証券」の増加

株式市場が上昇したことによる含み益の増加等

• 負債の部

 「支払手形・工事未払金等」の仕入債務の減少

 「ノンリコース借入金」の増加

石狩バイオエナジーの発電所の建設進捗に伴うプロジェクトファイナンスによる借入金
の増加

• 純資産の部

 配当金の支払いによる「株主資本」の減少

 自己株式の消却(600万株)による「自己株式」の減少(消却に伴い「資本剰余金」及び
「利益剰余金」も減少)

 投資有価証券の含み益増加による「その他有価証券評価差額金」の増加

 自己資本比率は、0.2ポイントアップの53.3％
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 近年は繰越工事高が高水準で推移しており、建築事業の売上高が減少
したものの土木・建築合計で1,000億円程度の売上高を計上

（前年同期比）

 売上高合計：5,021百万円(4.7％)減少

 土木・建築合計：4,793百万円(4.7％)減少

• 土木：8百万円(0.0％)減少

• 建築：4,785百万円(8.9％)減少
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（前年同期比）

 売上総利益合計：286百万円増加(10.8％→11.6％、0.8ポイントアップ)

 土木・建築合計：506百万円増加(1.0ポイントアップ)

• 土木：978百万円減少(2.1ポイントダウン)

土木は、前年同期は特定の大型工事において大幅な損益の改善があったが、当
期はこのような工事が特になかったことから減少

• 建築：1,484百万円増加(3.6ポイントアップ)

建築は、前年同期は工期逼迫や施工計画の大幅な変更等により、複数の工事で
損益が悪化したが、当期はこのような工事が特になかったことから利益率が改
善し増加

 工事損失引当金

土木 ⇒ 64百万円減少(609百万円 ⇒ 544百万円)

工事完成によるもの ▲288百万円

引当不足によるもの ＋224百万円

建築 ⇒ 55百万円減少(518百万円 ⇒ 462百万円)

工事完成によるもの ▲132百万円

引当不足によるもの ＋77百万円
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（前年同期比）

 売上高、売上総利益ともに前年同期並み

 その他は、主に連結子会社である奥村機械製作の建設資機材等の製造
及び販売事業
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（前年同期比）

 一般管理費の総額は、861百万円増加

 人件費は、前年同期並み

 その他は、当社の調査研究費等が増加していることや連結子会社であ
る石狩バイオエナジーの経費の増加等により709百万円増加
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（前年同期比）

 営業外収益は、出資している投資事業有限責任組合の上期利益のうち
当社持分を計上し増加(前年同期は上期損失を営業外費用に24百万円計
上)

 営業外費用は、連結子会社である石狩バイオエナジーのプロジェクト
ファイナンスに係る支払利息の増加
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（前年同期比）

 特別損失は、上場株式の一部の銘柄で株価が下落したことに伴い、評
価損を計上
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（前年同期比）

 営業利益：575百万円(17.5％)減少

 経常利益：333百万円(8.2％)減少

 親会社株主に帰属する四半期純利益：4百万円(0.2％)増加
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 営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益の
計上等で増加したものの売上債権の増加及び仕入債務の減少等により
10,918百万円の減少

 投資活動によるキャッシュ・フローは、有形及び無形固定資産の取得
等により、5,848百万円の減少

 財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払い等により減少
したもののノンリコース借入等により、681百万円の増加
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現時点においては概ね計画通りに推移していることから、前回予想を据
え置いている

（前期比）

 売上高：14,371百万円(6.3％)減少

 営業利益：2,916百万円(25.3％)減少

 土木：売上高は10,145百万円(10.1％)減少、

売上総利益は3,408百万円減少(2.0ポイントダウン)

前期は、特定の大型工事における損益の改善や設計変更の想定以上の獲
得があり、当期の予想にはこれらを織り込んでおらず減収減益の見込み

 建築：売上高は6,759百万円(5.8％)減少、

売上総利益は877百万円増加(1.3ポイントアップ)

工期逼迫や施工計画の大幅な変更等により、複数の工事で損益が悪化し
た前期と比べ、当期は減収増益の見込み

 一般管理費は、連結子会社である石狩バイオエナジーの経費等により
増加する見込み
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（前期比）

 経常利益：3,683百万円(27.7％)減少

営業外収支には、為替差損益や貸倒引当金戻入額等は特に見込んでいな
い

 親会社株主に帰属する当期純利益：2,895百万円(29.6％)減少
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 中間配当は前回予想と同額の37円

 上記の株主還元政策を踏まえたうえで、経営環境等を総合的に勘案し
年間配当についても前回予想と同額の96円を予定

 年間配当予想額1株当たり96円は、通期業績予想に対する連結配当性向
52.6％

 2020年6月5日に自己株式600万株を消却
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（前年同期比）

前年同期に大型の鉄道工事を受注したこともあり、土木事業の受注高は
大幅に減少

 土木：31,582百万円（56.4％）減少

 建築：1,692百万円（6.4％）減少

 合計：33,274百万円（40.3％）減少
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（前回予想比）

前回予想を据え置き、建築の官公庁・民間の内訳のみ修正

（通期の受注高予想に対する第2四半期までの進捗率）

進捗率は低いが、内定済みの案件や営業中の案件があり、これらを確実
に受注に繋げることにより、公表値を達成できる見込み

 土木：28.7％

 建築：21.7％

 合計：24.6％
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